
浜松市憲法を守る会のホームページは http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/               で検索 
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★
水
道
民
営
化
に
反
対
す
る
集
会
が
、
二
月
一
七
日
午
後
二
時
か
ら
浜
松
労
政
会
館(

商
工
会
議
所
七
階)

で
開
催

さ
れ
ま
す
。
「
民
営
化
で
大
丈
夫
？ 

水
道
と
私
た
ち
の
生
活
」
が
テ
ー
マ
で
す
。
是
非
、
参
加
し
て
下
さ
い
。 

 

二
〇
一
九
年
二
月
一
〇
日(

日) 

護
憲
平
和
行
進(

通
算
６
２
４
回
目) 

 

浜
松
市
憲
法
を
守
る
会 

事
務
局 

浜
松
市
中
区
紺
屋
町
三
〇
一
―
一
五 

★
月
例
護
憲
平
和
行
進 

毎
月
第
二
日
曜
日
・
午
後
一
時
・
浜
松
市
役
所
正
面
玄
関
集
合 

    
「
建
国
記
念
の
日
」
と
は
？ 

 

◆
二
月
一
一
日
は
「
建
国
記
念
の
日
」
で
す
。
こ
の
日
は
、
神
話
に
基
づ
く
神
武
天
皇
が
即
位

し
た
日
と
定
め
て
天
皇
を
神
格
化
し
、
そ
の
政
治
を
美
化
し
た
戦
前
の
「
紀
元
節
」
を
復
活

さ
せ
た
も
の
で
、
主
権
在
民
を
定
め
る
憲
法
の
民
主
主
義
の
原
則
に
反
し
て
い
る
と
考
え
ま

す
。
私
た
ち
は
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
言
論
・
思
想
・
信
教
・
学
問
の
自
由
を
守
る
立
場
か
ら

反
対
し
て
い
ま
す
。 

 

◆
戦
後
に
な
っ
て
こ
の
「
紀
元
節
」
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
自
民
党
政
権
が
各
界
の
反
対
を

押
し
切
っ
て
「
建
国
記
念
の
日
」
を
一
九
六
七
年
に
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
後

「
日
の
丸
」
「
君
が
代
」
の
教
育
現
場
へ
の
押
し
付
け
な
ど
教
育
の
反
動
化
、
憲
法
改
悪
へ

の
動
き
と
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。 

  

憲
法
九
条
を
改
悪
し
戦
争
の
で
き
る
国
づ
く
り 

 

◆
こ
れ
ま
で
首
相
は
、
戦
争
の
で
き
る
国
づ
く
り
の
た
め
「
秘
密
保
護
法
」
、「
共
謀
罪
」
、「
新

安
保
法
制
」
等
、
国
会
で
の
数
を
力
に
次
々
と
強
行
採
決
で
法
案
を
成
立
さ
せ
て
き
ま
し
た
。 

 

◆
首
相
は
、
現
憲
法
九
条
を
残
し
、
第
二
項
に
「
自
衛
隊
を
付
け
加
え
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、
新
し
い
法
律
が
旧
法
律
と
矛
盾
し
た
場
合
、
新
し
い
方
が
優
先
さ
れ
る
習
わ
し
か
ら
、

「
自
衛
隊
保
持
」
を
明
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
争
の
で
き
る
国
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
裏
付
け
と
し
て
２
７
兆
円
を
こ
え
る
軍
事
増
強
計
画
が
作
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。 

 

嘘
と
ご
ま
か
し
の
政
治
を
断
ち
平
和
で
希
望
の
持
て
る
社
会
を 

 

◆
森
友
・
加
計
学
園
を
は
じ
め
、
昨
年
は
働
き
方
改
革
関
連
法
を
め
ぐ
っ
て
裁
量
労
働
制
に
関

す
る
調
査
デ
ー
タ
に
「
異
常
値
」
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
「
毎
月
勤
労
統
計
」
問
題

は
嘘
と
ご
ま
か
し
が
噴
き
出
て
い
ま
す
。
そ
の
影
響
は
、
対
象
者
２
０
０
０
万
人
、
５
６
０

億
円
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。
も
は
や
こ
の
国
は
国
家
の
体
を
な
し
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

◆
嘘
と
ご
ま
か
し
の
政
治
に
対
し
、
私
た
ち
は
真
実
を
見
抜
く
力
を
養
い
、
関
心
を
持
ち
、
そ

の
政
治
を
断
ち
切
る
た
め
に
行
動
し
ま
す
。
憲
法
を
暮
ら
し
に
生
か
し
、
平
和
で
希
望
の
持

て
る
社
会
を
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
ぎ
た
い
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。 

  

護憲浜松 

☆
２
・
１
１ 

思
想
と
信
教
の
自
由
を
守
る
静
岡
県
西
部
集
会
・
講
演
会
の
お
知
ら
せ 

日
時
・
場
所 

二
月
一
一
日(

月) 

午
後
二
時
よ
り
、
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー(

中
区) 

講
演
テ
ー
マ 

「
歴
史
の
進
歩
に
逆
行
す
る
道
徳
の
教
科
化
」 

講 
 

師 
 

鶴
田 

敦
子 

氏 
(

子
ど
も
と
教
科
書
全
国
ネ
ッ
ト
２
１
代
表
委
員) 

http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/


 
 

  
 

     
 

   
 

           

日
本
国
憲
法
・第
十
九
条 

思
想
及
び
良
心
の
自
由
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

日
本
国
憲
法
・第
二
十
条 

信
教
の
自
由
は
、
何
人
に
対
し
て
も
こ
れ
を
保
障
す
る
。
い
か
な
る
宗
教
団
体

も
、
国
か
ら
特
権
を
受
け
、
又
は
政
治
上
の
権
力
を
行
使
し
て
は
な
ら
な
い
。 

何
人
も
、
宗
教
上
の
行
為
、
祝
典
、
儀
式
又
は
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
を
強
制
さ

れ
な
い
。 

国
及
び
そ
の
機
関
は
、
宗
教
教
育
そ
の
他
い
か
な
る
宗
教
的
活
動
も
し
て
は
な
ら

な
い
。 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%80%9D%E6%83%B3%E3%83%BB%E8%89%AF%E5%BF%83%E3%81%AE%E8%87%AA%E7%94%B1

